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比較静学に関する一研究
一均衡値の変動一
前　　野　　冨士生
は　じ　め　に
　本稿では静学的な均衡分析によって企業の行動理論を定式化して，企業の最適化行動を分析する
ことを目的とする。そして最適化の比較静学を分析の対象とする。すなわち，パラメーターの変化
によって独立変数（内生変数）の最適値あるいは目的関数の最適値がどのような影響を受けるかを
検討する〔D。
［Iコ最適内生変数の変動
　完全競争のもとでは，通常生産された財は必ず需要される。すなわち生産量と需要量は等しいと
いう仮定でモデルが作成される。これに対して，不完全競争のもとでは，生産されたものが必ず需
要されるとは限らず，したがって生産量と需要量は常に等しいとは限らない。しかし我々のモデル
では，不完全競争においてもある条件の下で生産関数の値と需要関数の値が等しくなるという仮定
を置いて，最適値を導出する。
　まずモデルの簡単化のため，生産関数1（・）の内生変数は労働と資本のみを考え，この生産関数
の値に等しくなる需要関数g（・）を考えるため，価格をパラメータとし，広告を変数とする。すな
わち需要関数に広告費を入れることによって∫（・）とg（・）の2つの関数値は等しくなることを
前提とする｛2〕。
　　モデルを定式化すると，
　　　∫（1，危）＝9⑦，α）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－1）
　　　π＝〃（1，居）一〃イト肋　　　　　　　　　　　　　　　　（1－2）
　　ただし　π＝利潤，1＝労働，尾＝資本，α＝広告，力＝生産物価格，〃二賃金，r＝資本財価格，
　　　　　　仁広告の価格
　　　　1，ゐ，α，は内生変数
　　　　力，”，γ，∂はノヤラメーター
11〕以下の分析の基本は〔6〕〔7〕．
〔2〕　〔4〕，　〔5〕，　〔8〕．
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　　であるとする。
　（1－1）の制約の下で目的関数（1－2）の最大化という問題を考える。このための1階の必要
条件は，ラグランジュ関数をzとすると，
　　　Z＝〃（1，危）一ω1－7ト伽十λ（∫（1，居）一9（力，σ））　　　　　　　　　（1－3）
　を1、毘，α，λに関して偏微分したものをゼロとおくことによって得られる。
　　ただしλはラグランジュ乗数をあらわす。
Zユ＝〃r〃十V＝O
工2＝妨イ十泌＝0
工旧：一∂一λg。＝0
Zド！（1，后）一9（力，σ）二0
力〉・（筈一尤）
九・・（影一ム）
・藺・・（篶一・→
　　　　aZ　　　　a乙　　　　∂Z　　　　　a1二ただし・葛1＝Z1・砺：ム2・砺＝L・弧＝Zλ・
（1－4）
　最大化を保障する2階の十分条件が満足されていると仮定すれば陰関数定理によ’って，（1－4）’
を解いて1，晃，α，λをパラメーター〃，γ，∂，力の関数として表わすことができる㈹。
　　　1＝1＊（〃，7，♂φ）
　　　居＝危＊（ω，7，6，力）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－5）
　　　σ二σ＊（〃，7，∂，力）
　　　λ茗λ＊（ω，7，6φ）
　この（1－5）式をもとの（1－4）式に代入すれば恒等式が得られる。
　　　刎（1＊，危＊）一〃十λ＊力（1＊，危＊）≡0　　　　　　　　　　　　　（1－6）
　　　机（1＊，虎＊）一7＋λ＊カ（1＊，虎＊）≡O　　　　　　　　　　　　　　（1－7）
　　　一トλ＊＆⑦，o＊）…O　　　　　　．　　　　　　　　　（1－8）
　　　〃＊，危＊）一g⑦，o＊）≡O　　　　　　　　　　　　　　　　（1－g）
　ここでパラメーター〃が変化したとき，最適値1＊，冶＊，α＊，λ＊へ与える影響を調べる。
　（1－6）より
13〕〔9〕P・27〔2〕P・421・（1－4）をFゴ（1・尼・α・λ；〃，r，α力）＝0（ト1，2，3，4）の形にしそれが連続
　的な偏導関数をもつと仮定することによって次の内生変数によるヤコビアン
　　　∂Fi∂グ1∂〃ユ∂F1
　　　∂1　∂ん　∂α　∂λ
　　　∂戸2∂グ2∂F2∂F2
　　　∂1　∂左　∂α　∂λ
1∫1＝　　　　　　　　　＝
　　　∂戸3∂F3∂F3∂F昌
　　　∂1∂光　∂α　∂λ
　　　∂ρ4∂〃4∂F4∂F4
　　　∂1　∂1　∂σ　∂λ
カカ1→一λJ一エカノー2＋λノー20
カム十λム　カ兎畠十λ力2　o
五
カ
0一λ血岨一9o
五　　一g．　0
キo
と仮定する．このヤコビアンは2階の十分条件と密接に関連しており，もしこの十分条件が満たされればこ
のヤコビアンは均衡点でゼ1コとならない．
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妨・篶・刎祭・十瓢・λ・（ん鴛・鳩）…・
（ユー4）より
　　Zユ1＝（カ十λ）∫n　　　　／ユ、＜0　　　　力十λ＞04〕
　　ム12＝（力十λ）∫12
　　ム1血＝O
　　Z1λ＝／1
　　ただし
　　62Z　　　　　　　　a2L　　　　　　　　　a2ヱ。　　　　　　　　a21二　　∂1・＝工1・砺＝Z1・∂肋＝L11∂1∂λ一L・l
　　aゲ　　　　a2ゾ　　砺二力1　alaん＝ん　　以下の偏微分についても同様に考える．
これより（1－10）はつぎのように書き変えることができる。
　　　61＊　　　　　a居＊　　aλ＊
　　ム・砺十ム1・研十研カ≡一
同様に（1－7）より
刎・篶・力礁・瓢・λ・（鳩・カ・器）…・
ここで（1－11）と同様に次式が成立する。
　　Z21巴⑦十λ）∫。1
　　ム22＝⑦十λ）／22　　　∫22く0
　　Z2。＝O
　　L2λ三∫2
したがって（1－13）式は次のようになる。
　　　a”＊　　　　a危＊　　　　　aλ＊
　　工・恢十五・・6ω十五・恢一0
（1－18）より
　　　6λ＊　　　　　6α＊　　一研grλ＊伽研≡0
（1－4）より
　　Z．FO
　　Z．2＝0
　　Z“＝一λg“　　　9“＜O
　　z。ドー9。
したがって（1－16）は次のようになる。
14〕力十λ＞0となる必然性はない．
　い．
（1－10）
（1－11）
（1－12）
（1－13）
（1－14）
（1－15）
（1－16）
（1－17）
もし力十λの符号が確定できないならば後の直接効果の符号も確定できな
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　　　∂6＊　　aλ＊　　Z藺o一十1二＾λ一≡O　　　∂ω　　　aω
（1－9）より
　　az＊　　　　a危＊　　　　aα＊
　ム砺十∫研一9恢≡三〇
（1－4）より
　　ム1＝∫ユ
　　ム2＝∫2
　　ム戸一9藺
　　ムドO
したがって（1－19）式は次のようになる。
　　　az＊　　　　　a虎＊　　　　　aα＊
　　Zl1砺十Zλ・研一ムλ恢…O
（1－12），（1－15），（1－18），（1－21）より次式が得られる。
zエユzユ2zユ螂五ユλ
Z21　工2盆　Z2．　Z2λ
Z刎　Z蜆2　ム“　ム＾
ム王ム2ムπZλ九
a1＊
研
壁6ω
6α＊
研
埜∂ω
（1－18）
（1一ユ9）
（1－20）
（1－21）
（1－22）
（1－22）は
1二uZi20プー1
1二21工220／2
001二藺o－g”
／1プー2－9”O
a1＊
砺
壁aω
6α＊
研
埜aω
（ユー23）
ここで（1－23）式の行列の行列式をHとする。すなわち
Lユ1L工2　0　∫ユ
エ21Z22　0　∫2
0　0Z“一9。
∫1／望一gα　0
‘H （1－24）
連立方程式（1－4）を解いて陽関数（1－5）を求めるのに必要とされるヤコビアン1刀は，
（1－4）の1階偏微分係数からできた行列の行列式であるので，1刀は実際上1，尾，α，およびλ
に関するラグランジュ関数の2階偏微分係数からの行列式，すなわちヘッセ行列式∬である。最
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大値を保証する2階の十分条件は∬≒0（（1－24）では∬＜0）である力・ら，陰関数定理により
（1－4）を解いて（1－5）を求めることは認められたことになる（5〕。
　方程式（1－23）をクラメールの方法によって解く
　　　　　a／＊　　まず　一　は　　　　　a〃
　　　　　　　1Lユ。　O　∫ユ
　　　　　　　0L。。0　九　　　　　ム2．0∫。
　　　　　　　0　0L。一9．　　　　O　Z〃一9”
　　a1・　0カー9血0　　　力一9田O
　　aω＝　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　亙　　　　　　　　　　　　　〃
　　　　＿一∫弘“一g弘22　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－25）　　　　　　　　H
　　　ここで　L戸■λg“＜0　　（∵（1－8），（1－17）より）
　　　　　　　ム2。＝⑫十λ）／2。＜0　（’1．カ十λ＞0）
　　　　　　　亙＜O
これより
　a1＊　研＜O　すなわち賃金の上昇は最適労働量を低くする効果（直接効果とよぷことにする）があ
ると言える｛6〕。
次に賃金が賢本に与える効果（間接効果とよぷことにする）はω
　　　　　Ln　　　0　　∫1
　　　　　L．1　　0　　九
　　　　　0　　ム“　一9。
　　　　　∫ユ　　ー9血　Oa危＊
葛π
　　　　　　　　　互
　　＿∫1九Z“十Z219姜
亙
ム・1．O　／・
0　L“一9。
∫工一9．　0
∬
（1－26）
（1－26）式ではZ．1＝⑦十λ）／。ユの符号が確定できない
したがって賃金が最適資本量に与える影響については，判定することができない。
　　∂α＊　　’については　　aω
15〕〔2〕p．242～243．これによって注13〕で仮定した！刀≒Oは認められたことになる．
　　　　　∂1＊　∂虎＊　∂o＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a享舳川下砺下・πを直接効果とよびそれ以外の効果研を間接効果とよぷ・ただい｝＝1＊・
　島＊，α＊、ゴ＝〃，γ，∂，クとする．
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　　　　　　　Zユ1Zユ21　／1
　　　　　　　Z21Z220　／2　　　　Z2ユZ22／。
　　　　　　　00　0－g”　　　00－g蜆
　∂α・　＾乃00　　　ハム　0　砺一　　　　　　　篶　　　　　　　　　　（1－27）　　　　　　　　　　　亙　　　　　　　　　　　　　亙
　　aλ＊　　・一については　　aω
　　　　　　　エユ1エユ2　0　ユ
　　　　　　　Z21Z22　0　0　　　　Z2エム22　0
　　　　　　　00Z藺藺0　　　00ム邊血
　　　　　　　∫1∫2－9藺0　　　　∫1∫2－9．gλ＊
　∂π＝　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　（1－28）　　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　H
（1－27），（1－28）とも工。ユの符号が確定できないのでこの間接効果の判定はできない｛8〕。
次に資本財価格rが変化したときの，1＊，ゐ＊，a＊，λ＊への影響をみる。
（1－6）より
狐1掌・妨・裟・紗・λ・（碍・ハ・繋）…・　　　　（1一・・）
　（1－11）より（1－29）は
　　嶋・工1・裟・工1祭…・　　　　　’　　（・一・・）’
　同様に（1－7）より
　　カ硲・肌筈一・・粘・λ・（瓜裟・碑）…・　　　　（1一・・）
　（1－14）より（1－31）は
　　　　a1＊　　　　a危＊　　　　　aλ＊　　牛・恢十ム・・万十Z・万三1　　　　　　　　　　　（1－32）
　（1－8）より
　　　aλ＊　　　　　∂o＊　　一万gパλ＊9〃万…O　　　　　　　　　　　　（！－33）
　（1一ユ7）より（1－33）は
　　　　∂α＊　　aλ＊　　L。一・一十Z＾一≡0　－1　　　　　　　　　　　　　　　　（1－34）　　　　67　　　　aγ
　（1－g）より
　　　a1＊　　　　aん＊　　　　ao＊　　カポ十九万ψ万≡0　　　　　　　　　　　　（1－35）
18〕以下Ljを交差効果とよぷ．ただし件ゴ，｛，ト1，毘，α、λとする．
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　（ユー20）　J：り　　（ユー35）　；ま
　　a1＊　　　　　∂ん＊　　　　　aα＊　五九恢十工九・万十Zλ万≡0　　　　　　　　　　　（1－36）
（ユー30），（ユー32），（ユー34），（1－36）より
　　　　　　　　　　　a1＊　Z11工1・O力　万　　0
　　　　　　　　　　　6ん＊　五・iム・・Oカ　r　　ユ
　　　　　　　　　　　6α・　　　　　　　　　　　（1－37）　　00＾一81　万　　0
　　　　　　　　　　　aλ＊　　月九一910　万　　O
資本財の価格γが最適労働量に与える影響は
　　　　　0ム12　0　尤
　　　　　1Z22　0　力　　　　　五i．　0　カ
　　　　　0　0　Z〃一g．　　　　　0Z“一9．
　　　　　O∫2－9．　O　　　　　∫2－9螂　0　a／＊
　a7　　　　　H　　　　　　　　　　H
　　＿9書Lユ。十∫ユ∫。L“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（・〕
　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－38）
この符号は確定しないが，（1－26）と同じになり賃金が資本に与える効果に等しくなる。
　　　a危＊　同様に万については，
　　　　　Zユ10　0　∫ユ
　　　　　Z211　0　∫2　　　　ム11　0　∫1
　　　　　00Z“一9螂　　　　0Z“一9血
　　　　　／ユ0－9．　0　　　　∫ユー2藺0　眺＊
　a7　　　　亙　　　　　　　　H
　　＿一（9姜工、ユ十月L“）　　　　　　互　　　　　　　　　　　　　　　　（1－39）
　（1－11），（1－17），（1－24）より
　aκ＊　一＜O　∂κ
これより資本財の価格の上昇は，最適資本量を減少させる効果をもつ。
　　aα＊　　一については　　　∂7
19〕ここでの∬は（ユー24）の∬であり，縁付ヘッセ行列式である．
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　　　　　　Z11ムユ。O∫ユ
　　　　　　Z・1Z・・1／。　　　ZエエZユ。∫。
　　　　　　O　0　0一＆　　　一　0　0－9藺
　　　　　　／1∫・0　0　　　　∫、∫。0　埜＿　　aプ　　　　∬　　　　一　　　∬
　　　＿一9血（／。Z1r∫ユZ1。）
　　　一　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－40）
　　　　aλ＊　　　　　について　　　　a7
　　　　　　ZuZユ200
　　　　　　五・1Z・・0　1　　　　ZユエZ工。O
　　　　　　0　0　Z“0　　　　0　0Z“
　　　　　　∫1／・一9蜆0　　　∫ユ∫。一9。　埜＿
　∂7　　　　H　　　　’　　　H
　　　＿∫山。工。r／。L工1Z“
　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－41）
（！－40），（1－4ユ）ともL12の符号が確定できないゆえにその符号は判別できない。
次に広告の価格が変化したときの，1＊，尾＊，α＊，λ＊の効果をみる。
（1－6）より
力鳩・力嶋・篶＊ム・λ・（＾叢・鳩）一・　　　　（1一。。）
（1一ユ1）より（1－42）は
　　　az＊　　　　a危＊　　　　　aλ＊　　ム・研・Z1・亙十Z・恢≡0　　　　　　　　　　（1－43）
（1－7）より
鳩・挑劣・篶＊舳・（鳩・鳩）一・　　　（1一・。）
（1－14）より（1－44）は，
　　　a1＊　　a危＊　　aλ＊　Z・恢十Z・・亙十Z・7≡O　　　　　　　　　　（1－45）
（1－8）より
　　十粒一瓜笛≡・　　　　　　　（1一。。）
（1－17）より（1－46）は，
　　　∂o＊　　aλ＊　ム“亙十＾亙≡1　　　　　　　　　　　　（1－47）
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（1－9）より
　　a1＊　∂冶＊　ao＊　ハ∂6＋∫・ar＆砺≡O
（1－20）より（1－48）は
　　　a／＊　　　　　a危＊　　　　　ao＊　Z1恢十Ll・肋十ムM亙≡0
（1－43），（ユー45），（1－46），（！－49）より
　　　　　　　　　　　　　az＊　　五1・五1・0ハ　π　　0
　　　　　　　　　　　　　∂居＊　　Z・・Z・・0∫・　亙　　0
　　　　　　　　　　　　　ao＊　　00Z“一釦　砺」　1
　　　　　　　　　　　　　aλ＊　　ハ∫・■9・0　亙　　O
　　a1＊
　一・について　a∂
　　　　　　0Z、。O　∫1
　　　　　　0ム220　∫2　　　　Z12　0　∫1
　　　　　　ユ0L〃一9．　　　　L220　∫。
　　　　　　0／2－9蜆　0　　　　　ノー2－9螂O　　a1＊
　　∂6’　　　∬　　　　一　　　H
　　　＿／29田ム12一／19oL22
　　　　　　　∬
（1－51）の符号は判定できない。
　　　a虎＊
　　　a6について
　　　　　　ム110　0　∫1
　　　　　　工210　0　∫。　　　　Z110　／。
　　　　　　0　1L。藺一9。　　　　ム。。6　∫。
　　　　　　∫ユ0－go0　　　∫1－g螂0　a虎＊
　a6　　　　H　　　　　　　　H
　　　＿∫ユ9藺Z．r／29．Zエユ
　　　　　　　H
　（1－52）の符号も判定できないが，（1－51）と同符号である。
　　　ao＊　　　一について　　　a∂
（1－48）
（1－49）
（1－50）
（ユー51）
（1－52）
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aα＊
a6 H
ぺニドム
　　　　　　　　　H
2！、∫、五、、一他μ
　　　　　H
／∵／
L．1∫。
L。ユ∫・
（1－53）
　　埜について
　　a6
　　　　　Lユ。工、。0’0
　　　　　　　　　　　　　　1，／∴
6λ＊　　　　　　　　　　　　　昌　　　　　　互
亙一　　　　　亙
これより（1－54）は
　　　　　　　　　　　　　2　aλ＊　　　　　　9。乙、、L口田＞91L・・今亙＜0
　　　　　　　　　　　　　　　　6λ＊　　　　　　。邊L、、L田、＜μ・⇒亙〉0
力の変化が最適変数に与える効果については’
（！－6）より、、、、ハユ箸・妨箸箏・！・（・・筈・ん筈）…O
（1－1ユ）より（卜55）は
　　　・、。器・嶋・嶋一イ・
丁一、、，（、凹。。），（H・）で・・空・・1い1仮定を置1ば符号は確定し’それぞれ
（1－54）
（1－55）
（1－56）
器・・箸…箸・・となる・
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（ユー7）より
舳嶋・肌・冨・駈・λ・（九・券・確）一・
（1－14）より（1－57）は
　　　　a1＊　　　　　a危＊　　　　　6λ＊
　　L・1助十Z・・万十工・1亙≡一∫・
（1－8）より
　　　aλ＊　　　　　ao＊　　一がr晦・砺≡0
（1－17）より（1－59）は
　　　　　aα＊　　　aλ＊　　L“一一一一十工＾一≡0　　　　　砂　　　砂
（1－9）より
　　　61＊　a危＊　ao＊　　愉十∫・万一幻万≡0
（1－20）より（1－61）は
　　　　61＊　　　　aん＊　　　　aα＊
　　ム1・ポ五1・砺十LM万…O
（1－56），（1－58），（1－60），（1－62）より
　　　　　　　　　　　　　　　　　　a／＊　　　Z1ユL120　／1　　一　　　イ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　a力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　a居＊　　　Z21L。。O　∫。　　一　　　イ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　aα＊　　　　001二〇〇一go　－　　0　 　　　　　　　　　　　　　　　　aカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6λ＊　　　∫1九一910　砺　　0
　　　　a1＊
　　　　一について，　　　　砂
　　　　　　　　一∫ユZ工20　∫1
　　　　　　　　一カL・・0カ　　Z。螂■／1
　　　　　　　　　0　0Z〃一9螂　　　　一∫2
　　　　　　　　　0∫2－g邊0　　　0　　a1＊
a力
Lユ2／1
工。。／。
／2　0
十9。
（1－57）
（1－58）
（1－59）
（1－60）
（1－61）
（ユー62）
一∫ユLユ20
一／2工220
0　／2－9。
　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　互
＿一／。L。切（イ1／。十／工／。）一9姜（イ山。十∫。ム1。）」ユ9姜ム・・一∫・9姜Z1・
　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　H （1－63）
a危＊
一について，aψ
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　　　　　　　1ニユエー∫10∫ユ
　　　　　　　五・1一九〇九　　　　一尤0／ユ　　ムユ。イエ∫、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一∫1　　　　　　＋9．　　　　　　　　0　0工〃一＆　　　　イ。O∫。　　Z。。一／。∫。
　　　　　　　∫・　0－9螂O　　　　　O　Z“一9血　　0　0　－9藺　　a居＊
　　　妙　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　皿
　　　　＿9肌L1r月9姜Z2ユ　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－64）
　　　　aα＊　　　　万について・
　　　　　　　Zユ1ム12一／1∫1
　　　　　　　Z・・ム・・一／。／。　　　　Zユ。Z1。一／1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9螂　　　　　　　　0　0　0－9・　　　　Z．1Z。。一∫2
　　　　　　　∫、∫2　0　0　　　　　∫1∫。　0　　∂α＊
　　　aカ　　　　　　H　　　　　　　　　　　∬
　　　　J壬9山。十∫。9．Z1r2／1／。9山1
　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－65）
　　　　aλ＊　　　　一について　　　　aカ
　　　　　　　ムユ1Z1．　0　一∫1
　　　　　　　Z・1Z。・0イ。　　　　ムユ。Z1。一∫。
　　　　　　　　00L“．0　　Z〃Z．1Z。。イ
　　　　　　　∫・∫・一9・0　　　　月／。　O　　aλ＊
　　　6ψ　　　　　H　　　　　一　　　　亙
　　　　＿月Z。。Z〃十／婁Zユ1Z。藺一2∫1／。Z21ム蜆。
　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1－66）
　以上により，生産物価格が，内生変数の最適値に与える効果については，判定はできないが工、、
＝五2。の符号が正であれば，（1－63），（1－64），（1－65）の符号は確定し，それぞれ偏徴分係数
はプラスの符号をもつ｛11〕。
［皿］　最適利潤の変動
次に利潤の最適値はパラメーターの変化によってどのような影響を受けるかを検討する。
（1－1），（1－2）は（1－5）を考慮するとそれぞれ次のようになる。
ω　（1－65）については工・呈〉Oであってもその符号は確定しない．
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　　　1（1＊，危＊）一鮒，・＊）＝0　　　　　　　　　　　　　　　（2－1）
　　　π＊巳力〃＊，危＊）一ω1＊一7危＊一6α＊　　　　　　　　　　　　（ト2）
　π＊はパラメーター，〃，γ，6，．力が，任意に与えられたとき，制約を満足する1，尾，α，に対する
πの最大値を表わしている。
　（2－2）をまず〃に関して偏微分する。
　　　aπ＊　　　　a1＊　　　　a危＊　　　　　　a／＊　　　a危＊　　6o＊　　　研＝妨荻十肌6ω■1＊一〃∂ω一・砺■∂aω　　　　　　　（ト3）
　ここで制約式（2－1）を〃に関して偏微分する。
　　　　61＊　　　　a危＊　　　　ao＊　　　月研十尤6ω一師〃三0　　　　　　　　　　　　（2－4）
　（2－4）にλを掛けたものを（2－3）に加えると，
　　　aπ＊　　6／＊　　眺＊　　az＊　a居＊　ao＊　　a1＊　　　砺＝妨研十妨肋一1＊■〃研一付■∂砺十λ力肋
　　　　　　　　∂居＊　　∂o＊　　　　　　十V・研一λg恢
　　　　　　　　　　　　a1＊　　　　　　　　　　　　　　a后＊　　　　　　　　　　6α＊　　　　　三（姑一”十M）π十（肌一・十V・）研一（6・λg・）研一1＊　　　（2－5）
　ここで最大化のための1階の必要条件（1－4）より，（2－5）は
　　　∂π＊　　　一＝一1＊＜0　　　6ω
　賃金の上昇は最適利潤を減少させる効果をもつ。
　同様にγのπ＊への効果は，
　　　aπ＊　　　　a1＊　　　　∂居＊　　　a1＊　　　　　aκ＊　　　aα＊　　　万一妨ポ十妨万■ωaπ■ん＊］万一d万　　　　　　　（ト6）
　ここで（2－1）をrに関して偏微分した式にλを掛けたものを（2－6）に加えて整理すると，
　　　aπ＊　　　　　　a1＊　　　　」　∂危＊　　　　aα＊　　　万一（刎一〃十λ月）π十（肌■γ十λゐ）万■（6＋λω万■危＊　　　（2－7）
　1階の必要条件より
　　　a売＊　　　一一＝一后＊＜0　　　a7
　∂のπ＊への効果については，
　　　aπ＊　　a1＊　　6后＊　a1＊　a居＊　　　aα＊　　　亙一航π十妨研一ωπイ砺一α＊一∂亙　　　　　　　（ト8）
　　同様にして整理すると，
　　　6π＊　　　一巳一α＊＜0　　　6∂
　クのπ＊への効果については，
　　　aπ＊　　　　　　　　　　　a1＊　　　　a危＊　　　a1＊　　6κ＊　　　6o＊　　　τ”＊ハ十力崎十妨τ切イ万■情　　　　　（ト1）
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同様にして整理すると，
　aπ＊万イ（”＊洲＞O
　以上により，パラメーターの最適利潤水準に与える効果について，要素価格と広価の価格に関し
てはマイナスの効果を与え，生産物価格が増加すると最適利潤は増加するという効果をもつ。
あ　と　が　き
　一般に不完全競争市場の下では，需要量は生産量に等しくない。しナこがって，利潤最大化を問題
にする場合には，需要関数g（・）か生産関数ア（・）のいずれかに限定して定式化を行うのが一般
的である。我々のモデルでは，広告を需要関数に八れることで，g（・）と∫（・）が不完全競争市
場でも等しいことを前提として，モデルを定式化した。そこで得られた結果は，最適な内生変数に
関してのパラメーターの変化による効果は；∫（・）に関する直接効果では符号は確定したが，g（・）
に関する直接効果に関しては，生産に関する交差効果が入るが故に符号は確定できなかった。
∫（・）とg（・）に関する問接効果については交差効果により符号が確定できない。これは変数が
3個以上であることによる。もし変数が2個であれば，この問接効果の符号は確定できる。
　生産物価格に関しては，いずれの最適変数に関しても確定できないが，交差効果が正であれば，
a1＊　6κ＊　aα＊一，　　一　はいずれも正となる。6φ　aカ’aψ
　さらに最適利潤に関してはすべて符号が判定できた。
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